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   A clinical study was performed on 38 patients with renal pelvic and ureteral cancers who were 
treated in our hospital between 1977 and 1992. Nine patients (23.7%) had lymphnode metastasis. 
The risk factors of lymphnode metastasis were high grade, high stage and class IV or V of urine 
cytology. None of the patients with  GI or under  pTl had lymph node metastasis. The 5-year 
survival rate of the patients without  [lymphnode metastasis was 76.7% and that of the patients with 
lymphnode metastasis was 11.1%. Although 6 of the 9 patients with  GI or G2 and under  pTl 
did not have adjuvant therapy, none of them died of the cancer. 
   We concluded that lymphnode metastasis in renal pelvic and ureteral cancers was the most 
important prognostic factor and that regional lymphadenectomy might be useful for the decision 
of adjuvant therapy. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 40: 97-100, 1994) 



















右 側は 傍 大静 脈,大 動 静脈 間 の リソパ 節を,左 側 は 傍
大動 脈 の リンパ 節 と した,総 腸骨 動 脈 との交 叉 部 よ り
下方 の下部 尿 管 は,同 側 の総 腸骨,内 腸骨,外 腸骨,
閉鎖 の リンパ節 と した.生 存 率 はKaplan-Meier法に
て算 出 し,有 意 差検 定 に はGeneralizedWilcoxon
Testを用 いた.
結 果
1)腫 瘍 の性 状
存 在 部位 は,腎 孟15例(39.5%),尿管13例(34.2
%),腎 孟 ・尿 管5例(13.2%),腎孟 。尿 管 ・膀 胱5
例(13.2%)であ った.
患 側 は,右 側9例(23.7%o),左側28例(73.7%),
両側1例(2.6%)と 左 側 に 多 く認 め た.
組 織 学的 分 類 は,移 行 上 皮癌(TCC)33例(86.8
%),扁 平 上 皮 癌(SCC)4例(10.5%)未 分 化 癌
(UC)1例(2.6%o)であ った.




組 織 学的 深 達 度 は,pTaが3例(7。9%),pTlが
8例(21.1%),pT2が8例(2Ll%),pT3が18例
(47.4%),pT4が1例(2.6%)であ った ・
リンパ 節転 移 は9例(23.7%)に 認 め,そ の うち
pNlが2例,pN2が7例 で あ った.ま た,pNOが25
例(65.8AO),pNXが4例(10,5%)であ った.リ
ソパ節 転 移 の あ った9例 中術 前 の画 像 診 断 で転 移 が指
摘 され てい た のは4例,画 像診 断 で転 移 を指 摘 しえず
術 中 に 肉眼 的 に転 移 リソパ 節 が確 認 され た のは4例,
病 理 組 織学 的 所見 の み で転 移 が認 め られ た の は1例 で
あ った.
ま た,治 癒 切除 と考 え られ た のはpNlの2例 と
pN2の2例 で あ った ・
2)リ ンパ節 転移 症 例 の組 織 学的 異 型度,深 達 度,腫
瘍 部位,尿 細 胞 診(Tablel)
異 型 度 で は,gradeが進 む ほ ど,ま たTCCよ り
もSCCの ほ うに リンパ節 転 移 が 多 い 傾 向が み られ
た.
深達 度 で はpTが 進 む ほ ど リソパ節 転移 例 が 多 い
傾 向 がみ られ,pTl以 下 では10例 全例 と も リンパ節
転 移 を認 め なか った.
部 位別 で は特 に 差 は認 め なか った.
尿 細 胞診 で はclassIV-Vに 有 意 に リソパ節 転 移
例 を 多 く認 め た.
3)膀 胱 腫瘍 の合 併
膀 胱腫 瘍 の先 行 は2例(5.3%o),併発 は5例(13.2


















































































(P<O.OO1),明らか に リンパ節 転 移 陽性 例 は 予 後不 良
であ った.ま た,cause-specificに癌死 例 の み で比 較
す る と,5年 生存 率は リソパ 節転 移 陰性 例95.2%,リ














































例2.4年生 存 中,G2,pT2以 上 で1例O.2年 生存 中,
G2,pT1以下 で5例 生 存 中 で あ る.リ ソパ節 転 移 陽
性 例 には,移 行 上皮 癌 の1例 にM-VACと 放 射線 療
法 を,3例 にM-VAC,CAFを 中心 と した化 学療 法
を,扁 平 上 皮癌 の1例 にBLMを,1例 に 放 射線 療
法 を施 行 した.
リ ンパ節 転 移陽 性 例 と 陰性 例 の 生存 曲線 はFig.2
の と お りで,5年 生 存 率は リソパ節 転移 陰 性 例76.7
































































1)腎 孟 尿管 腫瘍38例につ い て リ ソパ節 転 移 を中 心 に
臨 床的 検 討 を行 った.
2)リ ソパ節 転移 は9例(23.760)に認め た.
3)リ ソパ節 転移 のriskfactorはhighgrade,high
stage,尿細 胞診classIV・Vの 症 例 で あ り,尿 細 胞
診 の み有 意 差 を認 めた.特 にGlお よびpTl以 下 の
症 例 では郭 清 の意義 は 低 い と考 え られ た.
4)膀 胱腫 瘍 の 先 行,併 発 例 は7例(18.760)でそ
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